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               論   文   の   要   旨 
 
本論文で著者は、過敏性腸症候群（IBS）治療薬としてのリナクロチドの臨床開発において、便秘型 IBS
患者を対象とする第 3 相試験を実施する前に実態調査を行うことの重要性について論述している。IBS は、
その症状を説明し得る器質的疾患を伴わず、腹痛・腹部不快感と便通異常を主体とし、それら消化器症状が
長期間持続もしくは再発・改善を繰り返す機能性疾患である。機能性消化管障害の国際的基準である Rome 
III 基準によると、IBS には特定の時点の便形状に基づいて分類される 4 つの IBS サブタイプ［便秘型 IBS
（IBS-C）、下痢型 IBS、混合型 IBS 及び分類不能型 IBS］がある。このうち IBS-C は、硬便または兎糞状





リナクロチドの臨床開発時において、IBS-C 患者を対象とする第 3 相試験を実施する前にインターネットに
よる国内 IBS-C の実態調査を実施した。 








ことから、著者がそれらの 5 つの症状それぞれの発現割合について調査した結果、5 つの症状の中で「おな
かが張る感じ」が最も割合の高いということを明らかにした。 







新の診断基準（Rome IV）からも確認しており、新たな IBS-C 治療薬の開発時にも参考にできるものと期待
される。 
 




が Rome IV で述べられている。したがって、本論文の成果は、今後、腹部膨満感の評価指標についてもそ
のような評価を行う方向性となることが期待される。以上より、IBS-C の実態調査はリナクロチドの臨床開






令和 2年 1月 21日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもとに論文の審査及び最終試験を
行い、本論文について著者に説明を求め、関連事項について質疑応答を行った。その結果、審査委員全員によ
って合格と判定された。 
よって、著者は博士（生物科学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものとして認める。 
